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多面的役割
ジャカルタ首都特別州における農業活動は都市発展によっ
て圧迫され低下し続けており、現在、経済活動において（農
業の）占める割合は僅か0.1%となっている。
しかし食料生産という役割だけではなく、以下のような他の
役割を備えるように変化を遂げたことで、農業活動はまだ維
持されている。

•環境においての役割（緑の広場、吸水、酸素供給）
•文化的役割（社会文化）
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農業形態

ジャカルタ首都特別州にある農地のほぼ全てが、土地の所
有者によってまだ建設が行われていない私有地を、住民が
農業に利用している私有地である。このような土地は、所有
者による建設によって年々減少し続けている。

現在拡がっている農業の形態は、空きスペースを活用してい
るもので、路地・小道、壁、建物の屋根、建物、その他農業に
利用可能なあらゆる空間を利用した農業である。

水耕栽培の技術が用いられている。
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ジャカルタ首都特別州 (DKI Jakarta)
は、ジャワ島の北西海岸に位置するインドネシアの首都であり、最大の都市であ
る。ジャカルタの面積は約661.52km²（海面積：6977.5km²）で、緑地面積は約9%
（59,54㎢）を占める。人口1050万人のうち、16,939人が農業者として従事している
（インドネシア中央統計庁による）。 ジャカルタ特別州は、6つの地域、44の郡、
267の区で構成されている。
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アグリコラ・ジャカルタ
（Agricola Jakarta）

アグリコラはラテン語で農家と
いう意味をもつ。 アグリコラ・ジ
ャカルタは、ジャカルタ首都特
別州で農業活動を行っている同
州の市民のことである。

行われている都市型農業は空
きスペースを活用したもので、
水耕栽培の技術を用いている。

路地、家の屋根、庭、壁、空地、
川岸など、利用可能なあらゆる
空間で農業が行われている。



無料の植物

ジャカルタ首都特別州の
住民登録証を持つ全住民
には、ジャカルタ首都特別
州政府から無料で2株の
植物を入手する権利があ
る。

緑化のために2株以上の
植物を必要とする場合、
市民団体（コミュニティ）、
NGO組織などはジャカル
タ首都特別州水産農業食
料安全保障局宛に植物の
申請書を提出することが
できる。



首都特別州農家情報システムは、ジャカルタ首都特別州の
都市型農業実施者によって共同製作されたオンラインマッピ
ングである。

URL：

https://openstreetmap.id/dkpkp/

このオンラインマップの開発はまだ初期段階で、（都市型農
業）実施者がそれぞれの場所をマッピングし始めたばかりで
ある。

将来的にはこのオンラインマップが、ジャカルタ首都特別州
内での都市型農業活動の拡がりを活動内容と場所の両方の
面で表示できるよう、期待されている。

首都特別州農家情報システム（SiPetaniDKI）

https://openstreetmap.id/dkpkp/
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